
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   

 
学 校 名       

 
恵那市立大井幼稚園  

 
実 施 期 間 

 
平成２５年１１月１９日（火）  

 
実 施 概 要 

 

 
 楽しい広場 未就園児との交流  

家庭教育学級の母親との交流 
 

 
 
実 施 内 容 

 

 
学習・取組の分野 
 □自然   □歴史  ☑文化   □産業   □その他  
公開の方法 
 □授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 □地域行事等参加 □その他 

 
来 校 者 数 

 
 

 
保 護 者 

 
                １５人 

 
 

 計  ４９人 
 

 
地域関係者 

 
                ３４人 

 
実 施 状 況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 各学年で歌をうたう。 

○ 母親による寸劇「ミュータンスを追い出せ」を観る  

家庭教育学級生の方たちが工夫して創作された寸劇を興味を持ってみ
ることができた。数日間の練習であったが、子供たちが「歯を大切に
しなければならない」ことを実感できるお話であり、演じているお母
さん達も子供たちが集中してみる様子がわかり満足した様子が伺え
た。 

○ お店屋さんの紹介をする。  

年少 おめんやさん 年中 かばんやさん  

年長 アクセサリーやさん・ポップコーンやさん 

お母さんのお店 牛乳パックを使った遊び道具作り  

先生のお店 焼き芋やさん 

○ 買い物カードを６枚配布し、それを持ってお店で買い物をする。  

「いらっしゃいませ」｢これください｣｢ありがとうございました｣など
のことばを交し交流することができた。 

 
成果及び課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・未入園児が園児と交流をする｢楽しい広場｣を年間６回行っている。計
画表を児童センター、元気プラザなど子供たちが遊びにくる施設にチ
ラシとして配布している。毎年実施しているので定着してきている。 

・朝は未入園児の姿を見ると｢おはよう｣と声をかけ楽しみに待つ姿がう
かがえた。又、未入園時も「おはよう」「こんにちは」と挨拶をして
駆け寄って来るようになってきた。  

・お店屋さんの品物を買ってとっても嬉しそうに持ち帰り、動かしたり
身につけたりして遊ぶことができていた。  

・園児は自分たちの作った商品を「これ、いかがですか？｣と声をかけお
店屋さんごっこを楽しむことができていた。  

・家庭教育学級のお母さん方が園児のために手作りで商品を作って
くださって、園児は喜んでお買い物ごっこを楽しむことができた。 

 


